
　
絵
馬
か
ら
ひ
も
と
く

　
　越
木
岩
の
先
人
た
ち
①

越
木
岩
神
社
　
飯
森
良
光
宮
司
　

　
今
号
か
ら
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
越

木
岩
神
社
宮
司
・
飯
森
良
光
さ
ん

の
「
絵
馬
か
ら
ひ
も
と
く
越
木
岩

の
先
人
た
ち
」を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
月
か
ら
、
越
木
岩
神
社
に
奉

納
さ
れ
て
い
る
絵
馬
を
紹
介
し
ま

す
。
併
せ
て
、越
木
岩
地
域
の
昔
、

そ
の
時
代
の
人
々
の
思
い
を
皆
さ

ん
と
共
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
前
に
、
絵
馬
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　
皆
さ
ん
は
「
絵
馬
」
と
い
わ
れ

る
と
、
神
社
や
寺
で
願
い
事
を
す

る
と
き
、
願
い
が
か
な
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
奉
納
す
る
干え

支と

や
社

寺
に
ち
な
ん
だ
絵
が
描
か
れ
て
い

る
小
さ
な
板
を
想
像
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
表
面
の
余
白
や
裏
面
に

祈
願
や
謝
礼
、名
前
な
ど
を
書
き
、

絵
馬
掛
け
所
に
願
い
を
込
め
て
掛

け
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
昔
、
神
様
は
馬
に
乗
っ
て

私
た
ち
の
世
界
に
降
り
て
く
る
と

考
え
ら
れ
、
祭
祀
や
祈
願
の
際
に

は
馬
を
奉
納
し
て
神
の
降
臨
を
願

い
ま
し
た
。
奈
良
時
代（
7
1
0

～
7
9
4
年
）の
『
続
日
本
紀
』

に
は
、
神
様
の
乗
り
物
と
し
て

「
神し

ん

馬め

」
と
呼
ば
れ
る
馬
を
奉
納

し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
現
在
で
も
伊

勢
神
宮
や
い
く
つ
か
の
神
社
で
は

神
馬
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
時

間
帯
や
神
馬
の
体
調
に
よ
っ
て
会

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
拝
の
際
に
会
え
る
と
幸
運
に
恵

ま
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
本
物
の
生
き
た
馬
を
奉

納
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
鎌
倉
時

代
以
降
に
は
木
や
紙
、
土
で
作
っ

安永2年（約250年前）に奉納された神馬図

た
馬
の
像
や
絵
を
描
い
た
板
を
奉

納
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
室
町

時
代
に
な
る
と
、
大
絵
馬
、
神
様

の
御
姿
や
持
ち
物
、
眷け

ん

属ぞ
く（
神
の

使
い
）、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
絵
が

描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代（
1
6
0
3
～
1
８

6
８
年
）に
は
、
家
内
安
全
や
商

売
繁
盛
な
ど
の
現
実
的
な
願
い
を

か
け
る
風
習
が
庶
民
に
も
広
ま

り
、
現
在
の
よ
う
な
小
さ
な
絵
馬

を
奉
納
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
り

ま
す
。
近
年
は
社
寺
か
ら
絵
馬
が

提
供
さ
れ
、
願
い
事
を
書
き
こ
ん

だ
も
の
を
奉
納
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
し
ょ
う
が
、
古
代
よ
り
本

来
の
意
味
を
持
ち
続
け
て
絵
馬
奉

納
の
習
俗
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
安
土
桃
山
時
代（
1
５

7
3
～
1
6
0
3
年
）※
に
は
奉
納

す
る
者
の
経
済
力
や
地
位
を
示
す

た
め
に
大
型
化
し
、
芸
術
的
色
彩

も
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
狩

野
派
や
長
谷
川
派
、
海か

い

北ほ
う

派
な
ど

の
著
名
な
絵
師
や
有
名
画
家
な
ど

に
描
か
せ
た
も
の
を
奉
納
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
芸
術

作
品
と
も
い
え
る
絵
馬
は
、
奉
納

す
る
こ
と
も
鑑
賞
す
る
こ
と
も
人

気
と
な
り
ま
す
。
拝
殿
や
お
堂
に

収
容
で
き
な
く
な
る
と
、
そ
れ
ら

を
展
示
す
る
今
日
の
美
術
館
の
役

割
を
果
た
す
絵
馬
堂
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
大
願
成
就
が
込
め
ら
れ

た
も
の
、
そ
の
地
域
の
風
景
や
歴

史
を
描
い
た
も
の
、
参
詣
図
、
武

者
絵
、
歌
仙
絵
、
縁
起
物
、
物
語

な
ど
、
個
性
的
な
絵
馬
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
社
寺
に
残
さ
れ
た
絵
馬
は
、

今
で
は
社
寺
や
地
域
の
風
習
、
文

化
、
奉
納
さ
れ
た
時
代
の
人
々
の

願
い
や
生
活
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
、
文
化
財
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
に
も
多
く
の
絵
馬
が
奉
納

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
被
災
、

経
年
劣
化
に
よ
り
現
存
す
る
絵
馬

は
多
く
は
な
い
で
す
が
、
市
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
お
蔭か

げ
踊

り
図
絵
馬
」
を
は
じ
め
、
こ
の
地

域
の
風
習
や
思
い
を
伝
え
る
絵
馬

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
号
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

※
1
5
6
8
年
〜
1
6
0
0
年
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す

（
写
真
は
越
木
岩
神
社
所
有
）

••••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
••••••••

ご神体・甑
こしき

岩
いわ

を描いた安産祈願絵馬

越
木
岩
区
有
財
産
管
理
委
員
会

	

委 

員 

長	

吉
井
　
憲
正

	

副
委
員
長	

橋
本
　
　
哲

一
般
財
団
法
人
越
木
岩
会

	

理 

事 

長	

矢
田

　義
博

	

常
務
理
事	

金
田
　
達
明

越
木
岩
自
治
会

	

会
　
　
長	

古
田

　
　実

	

副 

会 

長	

新
村
紀
実
江

	

〃

	

西
山
カ
ナ
恵

	

〃

	

鍛
冶
谷
義
人

	

〃

	

橋
本

　典
夫

越
木
岩
婦
人
会

	

会
　
　
長	

山
本

　美
貴

	

副 

会 

長	

谷
澤

　佳
永

	

〃

	

多
田
み
つ
え

越
木
岩
青
年
会

	

会
　
　
長	

藤
原

　康
平

	

副 

会 

長	

鍛
治
谷

　樹

	

〃

	

小
松
　
武
雄

	

〃

	

玉
置

　翔
大

	

〃

	

多
田

　
　裕

北
夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

	

会
　
　
長	

国
貞

　
　淳

	

副 

会 

長	

岩
井
　
　
昭

	

副 

会 

長	

吉
田
　
千
畝

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
北
夙
川

	

会
　
　
長	

冨
山
　
晃
伸

	

副 

会 

長	

多
田
　
　裕

	

〃

	

斎
藤
　尚
子

北
夙
川
留
守
家
庭
児
童

�

育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

	

運
営
委
員
長	

佐
藤
　
佳
代

	

副
委
員
長	

多
幾
山
陽
子

北
夙
川
子
ど
も
会

	

会
　
　
長	

高
光
美
千
代

	

副 

会 

長	

隅
下

　
　歩

	

〃

	

不
破
り
え
こ

苦
楽
園
子
ど
も
会

	

会
　
　
長	

池
田

　郁
恵

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
３
団

	

団
委
員
長	

森
地
　
一
夫

	

副
団
委
員
長	

正
願

　大
輔

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
13
団

	

団
委
員
長	

田
中
　
正
憲

	

副
団
委
員
長	

大
垣
　
昭
博

	

〃

	

濱
　
　孝
之

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第
33
団

	

団
委
員
長	

塩
野
亜
梨
沙

	

副
団
委
員
長	

美
内

　美
保

越
木
岩
北
楽
友
会

	

会
　
　
長	

吉
井
千
代
子

	

副 

会 

長	

鈴
木
久
仁
子

	

〃

	

吉
井

　節
子

越
木
岩
南
楽
友
会

	

会
　
　
長	

礒
野
　
文
男

	

副 

会 

長	

村
松
　和
子

	

〃

	

沼
間
　保
恵

上
越
木
岩
会

	

会
　
　
長	

矢
田
　
義
博

	

副 

会 

長	

橋
本
　
　哲

	

〃

	

車
野
　
善
孝

中
越
木
岩
親
交
会

	

会
　
　
長	

多
田
　
　
豊

	

副 

会 

長	

吉
井
　
　
操

下
越
木
岩
共
栄
会

	

会
　
　
長	

福
田
　
義
信

	

副 

会 

長	

田
中
　
孝
一

上
越
木
岩
農
会

	

会
　
　
長	

橋
本

　典
夫

下
越
木
岩
農
会

	

会
　
　
長	

竹
内
　
芳
夫

越
木
岩
自
主
防
災
会

	

会
　
　
長	

古
田

　
　実

	

副 

会 

長	

大
西
　
　
徹

西
宮
市
消
防
団
越
木
岩
分
団

	

分 

団 

長	

田
中
　
孝
一

	

副
分
団
長	

播
間
　
公
年

北
夙
川
・
苦
楽
園
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

	

会
　
　
長	

篠
本

　令
子

	

副
会
長	

仲
谷

　順
子

	

〃

	

金
田

　達
明

夙
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

	

会
　
　
長	

谷
口

　哲
司

	

副 

会 

長	

田
中

　仁
美

	

〃

	

畑
　ひ
ろ
み

夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

	

会
　
　
長	

奥
　
　
光
男

	

副 

会 

長	

吉
田
都
紀
子

	

〃

	

増
山
　
　
誠

夙
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

	

会
　
　
長	

横
関
　
哲
也

	

副 

会 

長	

禰
宜
田
美
生

	

〃

	

荻
野
　祥
一

	

〃

	

増
山
　
　
誠

夙
川
留
守
家
庭
児
童

�

育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

	

運
営
委
員
長	

内
田
　
聡
美

	

副
委
員
長	

畑
　
ひ
ろ
み

苦
楽
園
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

	

会
　
　
長	

佐
藤
美
由
紀

	

副 

会 

長	

米
澤
　
利
行

	

〃

	

甲
斐
佳
代
子

	

〃

	

池
成
真
紀
子

苦
楽
園
留
守
家
庭
児
童

�

育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

	

運
営
委
員
長	

佐
藤
美
由
紀

県
立
西
宮
甲
山
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

西
　み
ゆ
き

	

副 

会 

長	

志
村

　百
香

	

〃

	

伴
　満
祐
子

県
立
西
宮
北
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

本
城

　直
明

	

副 

会 

長	

奥
野

　明
美

	

〃

	

佐
藤

　偉よ
し

美み

	

〃

	

陸
田

　裕
美

苦
楽
園
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　長	

藤
原

　典
子

	

副 

会 

長	

松
浪
　聖
子

	

〃

	

植
田
　朗
子

北
夙
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　長	

濱
中
ナ
ツ
キ

	

副 

会 

長	

松
山
　陽
子

	

〃

	

横
田
　沙
里

夙
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

増
山
　
　誠

	

副 

会 

長	

長
井

　麻
樹

	

〃

	

桐き
り
の
き木

　史あ
や
子こ

	

〃

	

森
本

　千
尋

苦
楽
園
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

高
野
美
菜
子

	

副 

会 

長	

谷
高

　
　徹

	

〃

	

宮
野

　亜
矢

	

〃

	

藤
田
こ
こ
ろ

越
木
岩
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

西
浦

　鮎
子

	

副 

会 

長	

長
谷
川
直
子

夙
川
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

杉
田

　朋
子

北
夙
川
保
育
所
父
母
の
会

	

会
　
　
長	

池
田

　明
子

	

〃

	

永
井

　綾
香

（
会
長
・
副
会
長
以
外
は

省
略
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
6
年
度

役
員
紹
介
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ハ ー イ 子 ど も 会 で す 
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北
夙
川
子
ど
も
会

�

3
年

　高
光

　凌
平

　
ぼ
く
の
ゆ
め
は
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ

イ
タ
ー
で
す
。
ぼ
く
は
ゲ
ー
ム
も

す
き
だ
し
友
だ
ち
も
す
き
で
す
。

新
し
い
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
み
ん
な

に
プ
レ
イ
し
て
ほ
し
い
か
ら
で

す
。
あ
と
、
か
な
し
ん
で
る
子
に

も
プ
レ
イ
し
て
明
る
く
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
の
人

に
自
分
の
作
っ
た
ゲ
ー
ム
で
わ
ら

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

♡
　
　
　
　
♡

北
夙
川
子
ど
も
会

�

3
年

　隈
下

　菜
帆

　
わ
た
し
の
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め

は
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
さ
ん
で
す
。

わ
た
し
は
、
葉
っ
ぱ
の
形
の
ラ
ズ

ベ
リ
ー
あ
じ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

大
す
き
で
す
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、

口
の
中
が
ほ
わ
ん
と
あ
ま
く
な
っ

て
、
し
あ
わ
せ
な
気
も
ち
に
な
る

か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
さ
ん
の
人
に
な
っ
て
、

マ
マ
、
パ
パ
、
か
ぞ
く
に
自
分
が

作
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
て

ほ
し
い
で
す
。

北
夙
川
子
ど
も
会

�

3
年

　隈
下

　佳
帆

　
わ
た
し
の
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め

は
、
ま
ん
が
家
に
な
る
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
絵
を
か
く
こ
と
が
大
す

き
で
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、毎
日
自

ゆ
う
ち
ょ
う
や
お
ふ
ろ
の
か
が
み

に
女
の
子
を
か
い
て
い
ま
し
た
。と

く
に
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
は「
目
」

で
す
。ど
ん
な
目
を
か
い
た
ら
い
い

か
な
や
み
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
絵
や
ま
ん
が
を
か
い
て
、ま
ん

が
家
を
め
ざ
し
ま
す
。

♡
　
　
　
　
♡

苦
楽
園
子
ど
も
会

5
年

　吉
田

　裕
亮

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
バ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
ゲ
ー

ム
や
、
科
学
の
実
験
な
ど
の
動
画

を
よ
く
見
ま
す
が
、
ど
れ
も
ク
ギ

ヅ
ケ
に
な
る
ほ
ど
の
お
も
し
ろ
さ

で
す
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
必
要
な
こ

と
は
、
リ
サ
ー
チ
力
、
企
画
力
、

さ
つ
え
い
、
へ
ん
集
ス
キ
ル
、
ト

ー
ク
力
な
ど
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

何
が
必
要
か
、
調
べ
て
学
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

越木岩地域の氏神様 ～皆様の健康をご祈念します～

http://www.koshikiiwa-jinja.jp/
〒662-0092　西宮市甑岩町 5-4

甑不動明王
献　灯　祭
8月17日（土）18：30～
　　 献灯祭斉行
8月17日（土）・18日（日）
日没～21時 ライトアップ

申し込み・
問い合わせ

広告

共
催
　
越
木
岩
自
主
防
災
会

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
北
夙
川

日
時
　
7
月
6
日（
土
）10
時
〜

場
所
　
西
宮
消
防
署
北
夙
川
分
署

救
急
救
命
講
習
会

❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀� ❀
❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀

受
賞　お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
旭
日
単
光
章

　
山
田
明
良
さ
ん（
毘
沙
門
町
）

主
催
　
越
木
岩
自
治
会

　
　
　
北
夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

日
時
　
7
月
20
日（
土
）〜
26
日（
金
）

　
　
　
8
月
22
日（
木
）〜
28
日（
水
）

場
所
　
北
夙
川
小
学
校
校
庭

主
催
　
越
木
岩
青
年
会

日
時
　
8
月
2
日（
金
）納
涼
盆
踊
り
大
会

　
　
　
8
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）

※
詳
細
は
掲
示
板
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い ラ

ジ
オ
体
操

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越
木
岩

越木岩公民館地域学習推進員会講座
防災講座
日　時　7月20日（土）　午後1時30分〜午後3時
場　所　越木岩会館　2階ホール
内　容　災害が発生した時の対応、日ごろの備えの大切さ、備蓄品や防災グッズの紹介など
講　師　ひょうご防災特別推進員・防災士
　　　　　元西宮消防署長	 岸本　正
　　　　ひょうご防災特別推進員・防災士	中野しづ子
定　員　30人（申し込み不要）
参加費　無料
　＊越木岩自主防災会と共催です
※夏休み自然観察　夙川の生き物調べ
日　時　8月2日（金）　午前10時〜午前11時30分
場　所　阪急苦楽園口付近の夙川河川敷緑地
内　容　夙川に棲む生き物の採集・調査を自然観察指導員と一緒に楽しむ自然観察会です
講　師　自然観察指導員　関　純三
定　員　15人（事前申し込みが必要です）
申　込　7月18日（木）9時から西宮市地域学習推進課（中央公民館）へ
電話番号　0798-64-9482
※夙川千本燈火の灯籠を作ろう
日　時　8月17日（土）午後1時30分〜午後3時
場　所　越木岩会館2階ホール
内　容　	地域の伝統行事として定着している夙川千本燈火の催しに協賛して行う講座です。

北夙川子ども会と共催で行います（一般参加も可）
講　師　礒野文男　他2人
定　員　30人（事前申し込みが必要　北夙川子ども会以外の人10人程度）
申　込　8月5日（月）9時から西宮市地域学習推進課（中央公民館）へ
電話番号　0798-64-9482
☆�越木岩公民館が建て替え工事のため閉館していますので、越木岩公民館地域学習推進員会講座は、越木岩会館で
実施しています。問い合わせなどは市・地域学習推進課（中央公民館Tel�0798-64-9482）までお願いします。

　※の講座は事前申し込みが必要です

は
じ
め
ま
し
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　こ
の
春
、
地
域
内
の
学
校
に
新

し
く
赴
任
し
た
皆
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

①
現
住
所
②
前
の
職
場
③
ど
ん
な

子
ど
も
時
代
④
趣
味
⑤
座
右
の
銘

や
モ
ッ
ト
ー
⑥
今
年
の
抱
負

西宮北高等学校
教頭

坂野 暢
まさ

則
のり

先生

①
神
戸
市
②
松
陽
高
等
学
校
定
時

制
課
程
③
虫
取
り
や
少
年
野
球
な

ど
。
メ
ン
コ
で
も
よ
く
遊
ん
だ
④

読
書（
科
学
系
や
歴
史
小
説
）、
空

手
⑤
先
生
方
が
元
気
に
気
持
ち
よ

く
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
職
場
環

境
を
整
え
た
い
⑥
「
つ
な
ぐ
」
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
。
次
年
度
に
開
校
す
る
西
宮
苦

楽
園
高
等
学
校（
仮
称
）と
西
宮
北

高
等
学
校
を
つ
な
げ
て
い
く
の
が

大
き
な
使
命
だ
と
考
え
て
い
る
。

西宮甲山高等学校
教頭

上田 純子
先生

①
尼
崎
市
②
阪
神
昆
陽
高
等
学
校

③
泣
き
虫
で
幼
稚
園
は
不
登
校
。

手
芸
が
好
き
で
、
手
作
り
カ
バ
ン

で
学
校
へ
行
っ
た
④
年
に
１
、
２

回
の
国
内
旅
行
。
食
べ
る
こ
と
も

好
き
⑤
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

笑
顔
だ
と
大
抵
の
こ
と
は
う
ま
く

い
く
⑥
地
域
の
地
理
を
理
解
し
て

計
画
的
に
物
事
を
進
め
て
い
き
た

い
。
先
生
や
生
徒
た
ち
が
笑
顔
で

学
校
生
活
を
送
る
の
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
。

苦楽園中学校
校長

加藤 正保
先生

①
神
戸
市
②
宝
塚
市
立
宝
塚
中
学

校
③
草
野
球
や
家
の
手
伝
い（
田

ん
ぼ
な
ど
で
）。
中
学
校
は
体
操

に
取
り
組
む
④
自
然
散
策
。
家
の

近
所
で
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を

楽
し
む
。
家
庭
菜
園
⑤
本
当
に
大

切
で
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い

の
は
何
か
を
考
え
る
⑥
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
２
年
目
。
地
域

の
方
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
教

育
が
充
実
し
た
内
容
に
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

夙川小学校
校長

西本 英典
先生

①
西
宮
市
②
山
口
小
学
校
③
川
で

の
釣
り
や
野
球
。
田
ん
ぼ
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
④
飼
い
猫
と
遊

ぶ
。
こ
ま
回
し
、
イ
ラ
ス
ト
、
木

工
な
ど
⑤
「
人
生
で
道
が
分
か
れ

る
時
、
苦
し
い
方
を
選
ぶ
。
そ
の

先
に
達
成
感
が
あ
る
」
今
で
も
常

に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
⑥

「
み
ん
な
が
幸
せ
な
学
校
」
の
実

現
に
向
け
て
、
一
つ
で
も
多
く
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
。
防
災
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
な
ど
を
通
し
て

地
域
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
。

苦楽園小学校
校長

前田 泰洋
先生

①
西
宮
市
②
段
上
西
小
学
校
③
手

打
ち
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
④
バ
イ
ク
旅
行
。
休
み
の
日
に

ご
ろ
寝
す
る
。
娘
に
遊
ん
で
も
ら

う
⑤「
仕
事
は
自
分
で
探
そ
う
！
」

先
生
方
に
は「
子
ど
も
の
目
を
見

て
授
業
を
す
る
」と
伝
え
て
い
る

⑥
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く

な
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
し
た
い
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
校
区

の
皆
さ
ん
に
苦
楽
園
っ
子
の
学
び

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

•••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
•••••••

5
年
ぶ
り
に
開
催
！

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

イ
ン 

越
木
岩

　
令
和
6
年
度
越
木
岩
青
年
会
第

50
代
会
長
の
藤
原
康
平
で
す
。

　
越
木
岩
青
年
会
は
、
昭
和
50

（
1
9
7
5
）年
に
設
立
さ
れ
た
越

木
岩
地
域
を
中
心
に
活
動
す
る
18

〜
40
歳
ま
で
の
男
女
で
構
成
さ
れ

た
地
域
団
体
で
す
。

　
世
代
が
一
回
り
以
上
も
違
う
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
、
若
者
が
地
域

の
活
性
化
を
主
導
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
楽
し
く
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、夏
季
に
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越
木

岩
」
を
、
ま
た
毎
年
9
月
22
日
、

23
日
に
は
越
木
岩
神
社
の
秋
季
例

大
祭
の
一
環
と
し
て
「
だ
ん
じ
り

巡
行
」
を
実
施
し
て
い
る
他
、
地

域
協
力
事
業
と
し
て
清
掃
活
動
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
昨
年

ま
で
の
3
年
間
は
「
笑
顔
を
つ
く

る
ひ
か
り
の
実
」
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
、
年
末
に
は
夜
警
に
よ
る
警
戒

活
動
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
二
大
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越

木
岩
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
中
止
を

機
に
、
物
価
高
騰
な
ど
さ
ま
ざ
ま

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

な
課
題
も
あ
り
、
令
和
2
年
度
か

ら
4
年
間
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
中
止
期
間
中
に

は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
開
催
を
望
む
声
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
こ
そ
、
越
木
岩
の
地
域
を

元
気
付
け
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い

出
に
残
る
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
イ
ン
越
木
岩
」
を
開
催
し

た
い
と
青
年
会
一
同
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
8
月
2
日（
金
）19
時
〜
21
時
30
分

　
　
今
年
は
プ
レ
開
催
と
し
て

　
　
盆
踊
り
大
会
を
行
い
ま
す
。

・
8
月
3
日（
土
）16
時
〜
21
時
30
分

　
　
ス
テ
ー
ジ
・
バ
ザ
ー
ル

・
8
月
4
日（
日
）16
時
〜
20
時
00
分

　
　
ス
テ
ー
ジ
・
バ
ザ
ー
ル

　
北
夙
川
小
学
校
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
ま
た
、
越
木
岩
青
年
会
へ
の
入

会
も
大
大
大
大
募
集
中
で
す
！

　
興
味
の
あ
る
人
は
、

　「koshikiiw
a.seinenkai@

gm
ail.com

」
か
、Instagram

の
Ｄ
Ｍ
で
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
！
　
一
緒

に
地
域
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ

う
！

第３86号令和 6年 7月 1日タウンニュース　越木岩 タウンニュース　越木岩第３86号 令和 6年 7月 1日⑶ ⑵



ハ ー イ 子 ど も 会 で す 
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のののののの

夢夢夢夢夢夢

北
夙
川
子
ど
も
会

�

3
年

　高
光

　凌
平

　
ぼ
く
の
ゆ
め
は
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ

イ
タ
ー
で
す
。
ぼ
く
は
ゲ
ー
ム
も

す
き
だ
し
友
だ
ち
も
す
き
で
す
。

新
し
い
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
み
ん
な

に
プ
レ
イ
し
て
ほ
し
い
か
ら
で

す
。
あ
と
、
か
な
し
ん
で
る
子
に

も
プ
レ
イ
し
て
明
る
く
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
の
人

に
自
分
の
作
っ
た
ゲ
ー
ム
で
わ
ら

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

♡
　
　
　
　
♡

北
夙
川
子
ど
も
会

�

3
年

　隈
下

　菜
帆

　
わ
た
し
の
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め

は
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
さ
ん
で
す
。

わ
た
し
は
、
葉
っ
ぱ
の
形
の
ラ
ズ

ベ
リ
ー
あ
じ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

大
す
き
で
す
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、

口
の
中
が
ほ
わ
ん
と
あ
ま
く
な
っ

て
、
し
あ
わ
せ
な
気
も
ち
に
な
る

か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
さ
ん
の
人
に
な
っ
て
、

マ
マ
、
パ
パ
、
か
ぞ
く
に
自
分
が

作
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
て

ほ
し
い
で
す
。

北
夙
川
子
ど
も
会

�

3
年

　隈
下

　佳
帆

　
わ
た
し
の
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め

は
、
ま
ん
が
家
に
な
る
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
絵
を
か
く
こ
と
が
大
す

き
で
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、毎
日
自

ゆ
う
ち
ょ
う
や
お
ふ
ろ
の
か
が
み

に
女
の
子
を
か
い
て
い
ま
し
た
。と

く
に
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
は「
目
」

で
す
。ど
ん
な
目
を
か
い
た
ら
い
い

か
な
や
み
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
絵
や
ま
ん
が
を
か
い
て
、ま
ん

が
家
を
め
ざ
し
ま
す
。

♡
　
　
　
　
♡

苦
楽
園
子
ど
も
会

5
年

　吉
田

　裕
亮

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
バ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
ゲ
ー

ム
や
、
科
学
の
実
験
な
ど
の
動
画

を
よ
く
見
ま
す
が
、
ど
れ
も
ク
ギ

ヅ
ケ
に
な
る
ほ
ど
の
お
も
し
ろ
さ

で
す
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
必
要
な
こ

と
は
、
リ
サ
ー
チ
力
、
企
画
力
、

さ
つ
え
い
、
へ
ん
集
ス
キ
ル
、
ト

ー
ク
力
な
ど
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

何
が
必
要
か
、
調
べ
て
学
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

越木岩地域の氏神様 ～皆様の健康をご祈念します～

http://www.koshikiiwa-jinja.jp/
〒662-0092　西宮市甑岩町 5-4

甑不動明王
献　灯　祭
8月17日（土）18：30～
　　 献灯祭斉行
8月17日（土）・18日（日）
日没～21時 ライトアップ

申し込み・
問い合わせ

広告

共
催
　
越
木
岩
自
主
防
災
会

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
北
夙
川

日
時
　
7
月
6
日（
土
）10
時
〜

場
所
　
西
宮
消
防
署
北
夙
川
分
署

救
急
救
命
講
習
会
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受
賞　お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
旭
日
単
光
章

　
山
田
明
良
さ
ん（
毘
沙
門
町
）

主
催
　
越
木
岩
自
治
会

　
　
　
北
夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

日
時
　
7
月
20
日（
土
）〜
26
日（
金
）

　
　
　
8
月
22
日（
木
）〜
28
日（
水
）

場
所
　
北
夙
川
小
学
校
校
庭

主
催
　
越
木
岩
青
年
会

日
時
　
8
月
2
日（
金
）納
涼
盆
踊
り
大
会

　
　
　
8
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）

※
詳
細
は
掲
示
板
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い ラ

ジ
オ
体
操

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越
木
岩

越木岩公民館地域学習推進員会講座
防災講座
日　時　7月20日（土）　午後1時30分〜午後3時
場　所　越木岩会館　2階ホール
内　容　災害が発生した時の対応、日ごろの備えの大切さ、備蓄品や防災グッズの紹介など
講　師　ひょうご防災特別推進員・防災士
　　　　　元西宮消防署長	 岸本　正
　　　　ひょうご防災特別推進員・防災士	中野しづ子
定　員　30人（申し込み不要）
参加費　無料
　＊越木岩自主防災会と共催です
※夏休み自然観察　夙川の生き物調べ
日　時　8月2日（金）　午前10時〜午前11時30分
場　所　阪急苦楽園口付近の夙川河川敷緑地
内　容　夙川に棲む生き物の採集・調査を自然観察指導員と一緒に楽しむ自然観察会です
講　師　自然観察指導員　関　純三
定　員　15人（事前申し込みが必要です）
申　込　7月18日（木）9時から西宮市地域学習推進課（中央公民館）へ
電話番号　0798-64-9482
※夙川千本燈火の灯籠を作ろう
日　時　8月17日（土）午後1時30分〜午後3時
場　所　越木岩会館2階ホール
内　容　	地域の伝統行事として定着している夙川千本燈火の催しに協賛して行う講座です。

北夙川子ども会と共催で行います（一般参加も可）
講　師　礒野文男　他2人
定　員　30人（事前申し込みが必要　北夙川子ども会以外の人10人程度）
申　込　8月5日（月）9時から西宮市地域学習推進課（中央公民館）へ
電話番号　0798-64-9482
☆�越木岩公民館が建て替え工事のため閉館していますので、越木岩公民館地域学習推進員会講座は、越木岩会館で
実施しています。問い合わせなどは市・地域学習推進課（中央公民館Tel�0798-64-9482）までお願いします。
　※の講座は事前申し込みが必要です

は
じ
め
ま
し
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

は
じ
め
ま
し
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　こ
の
春
、
地
域
内
の
学
校
に
新

し
く
赴
任
し
た
皆
さ
ん
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

①
現
住
所
②
前
の
職
場
③
ど
ん
な

子
ど
も
時
代
④
趣
味
⑤
座
右
の
銘

や
モ
ッ
ト
ー
⑥
今
年
の
抱
負

西宮北高等学校
教頭

坂野 暢
まさ

則
のり

先生

①
神
戸
市
②
松
陽
高
等
学
校
定
時

制
課
程
③
虫
取
り
や
少
年
野
球
な

ど
。
メ
ン
コ
で
も
よ
く
遊
ん
だ
④

読
書（
科
学
系
や
歴
史
小
説
）、
空

手
⑤
先
生
方
が
元
気
に
気
持
ち
よ

く
働
い
て
も
ら
え
る
よ
う
職
場
環

境
を
整
え
た
い
⑥
「
つ
な
ぐ
」
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
。
次
年
度
に
開
校
す
る
西
宮
苦

楽
園
高
等
学
校（
仮
称
）と
西
宮
北

高
等
学
校
を
つ
な
げ
て
い
く
の
が

大
き
な
使
命
だ
と
考
え
て
い
る
。

西宮甲山高等学校
教頭

上田 純子
先生

①
尼
崎
市
②
阪
神
昆
陽
高
等
学
校

③
泣
き
虫
で
幼
稚
園
は
不
登
校
。

手
芸
が
好
き
で
、
手
作
り
カ
バ
ン

で
学
校
へ
行
っ
た
④
年
に
１
、
２

回
の
国
内
旅
行
。
食
べ
る
こ
と
も

好
き
⑤
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

笑
顔
だ
と
大
抵
の
こ
と
は
う
ま
く

い
く
⑥
地
域
の
地
理
を
理
解
し
て

計
画
的
に
物
事
を
進
め
て
い
き
た

い
。
先
生
や
生
徒
た
ち
が
笑
顔
で

学
校
生
活
を
送
る
の
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
。

苦楽園中学校
校長

加藤 正保
先生

①
神
戸
市
②
宝
塚
市
立
宝
塚
中
学

校
③
草
野
球
や
家
の
手
伝
い（
田

ん
ぼ
な
ど
で
）。
中
学
校
は
体
操

に
取
り
組
む
④
自
然
散
策
。
家
の

近
所
で
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を

楽
し
む
。
家
庭
菜
園
⑤
本
当
に
大

切
で
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い

の
は
何
か
を
考
え
る
⑥
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
２
年
目
。
地
域

の
方
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
教

育
が
充
実
し
た
内
容
に
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

夙川小学校
校長

西本 英典
先生

①
西
宮
市
②
山
口
小
学
校
③
川
で

の
釣
り
や
野
球
。
田
ん
ぼ
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
④
飼
い
猫
と
遊

ぶ
。
こ
ま
回
し
、
イ
ラ
ス
ト
、
木

工
な
ど
⑤
「
人
生
で
道
が
分
か
れ

る
時
、
苦
し
い
方
を
選
ぶ
。
そ
の

先
に
達
成
感
が
あ
る
」
今
で
も
常

に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
⑥

「
み
ん
な
が
幸
せ
な
学
校
」
の
実

現
に
向
け
て
、
一
つ
で
も
多
く
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
。
防
災
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
な
ど
を
通
し
て

地
域
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
。

苦楽園小学校
校長

前田 泰洋
先生

①
西
宮
市
②
段
上
西
小
学
校
③
手

打
ち
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
④
バ
イ
ク
旅
行
。
休
み
の
日
に

ご
ろ
寝
す
る
。
娘
に
遊
ん
で
も
ら

う
⑤「
仕
事
は
自
分
で
探
そ
う
！
」

先
生
方
に
は「
子
ど
も
の
目
を
見

て
授
業
を
す
る
」と
伝
え
て
い
る

⑥
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く

な
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
し
た
い
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
校
区

の
皆
さ
ん
に
苦
楽
園
っ
子
の
学
び

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

•••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
•••••••

5
年
ぶ
り
に
開
催
！

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

イ
ン 

越
木
岩

　
令
和
6
年
度
越
木
岩
青
年
会
第

50
代
会
長
の
藤
原
康
平
で
す
。

　
越
木
岩
青
年
会
は
、
昭
和
50

（
1
9
7
5
）年
に
設
立
さ
れ
た
越

木
岩
地
域
を
中
心
に
活
動
す
る
18

〜
40
歳
ま
で
の
男
女
で
構
成
さ
れ

た
地
域
団
体
で
す
。

　
世
代
が
一
回
り
以
上
も
違
う
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
、
若
者
が
地
域

の
活
性
化
を
主
導
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
楽
し
く
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、夏
季
に
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越
木

岩
」
を
、
ま
た
毎
年
9
月
22
日
、

23
日
に
は
越
木
岩
神
社
の
秋
季
例

大
祭
の
一
環
と
し
て
「
だ
ん
じ
り

巡
行
」
を
実
施
し
て
い
る
他
、
地

域
協
力
事
業
と
し
て
清
掃
活
動
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
昨
年

ま
で
の
3
年
間
は
「
笑
顔
を
つ
く

る
ひ
か
り
の
実
」
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
、
年
末
に
は
夜
警
に
よ
る
警
戒

活
動
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
二
大
行
事
の
一
つ
で
あ
る
「
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
越

木
岩
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
中
止
を

機
に
、
物
価
高
騰
な
ど
さ
ま
ざ
ま

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

な
課
題
も
あ
り
、
令
和
2
年
度
か

ら
4
年
間
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
中
止
期
間
中
に

は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
開
催
を
望
む
声
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
こ
そ
、
越
木
岩
の
地
域
を

元
気
付
け
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い

出
に
残
る
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
イ
ン
越
木
岩
」
を
開
催
し

た
い
と
青
年
会
一
同
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
8
月
2
日（
金
）19
時
〜
21
時
30
分

　
　
今
年
は
プ
レ
開
催
と
し
て

　
　
盆
踊
り
大
会
を
行
い
ま
す
。

・
8
月
3
日（
土
）16
時
〜
21
時
30
分

　
　
ス
テ
ー
ジ
・
バ
ザ
ー
ル

・
8
月
4
日（
日
）16
時
〜
20
時
00
分

　
　
ス
テ
ー
ジ
・
バ
ザ
ー
ル

　
北
夙
川
小
学
校
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
ま
た
、
越
木
岩
青
年
会
へ
の
入

会
も
大
大
大
大
募
集
中
で
す
！

　
興
味
の
あ
る
人
は
、

　「koshikiiw
a.seinenkai@

gm
ail.com

」
か
、Instagram

の
Ｄ
Ｍ
で
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
！
　
一
緒

に
地
域
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ

う
！
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絵
馬
か
ら
ひ
も
と
く

　
　越
木
岩
の
先
人
た
ち
①

越
木
岩
神
社
　
飯
森
良
光
宮
司
　

　
今
号
か
ら
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
越

木
岩
神
社
宮
司
・
飯
森
良
光
さ
ん

の
「
絵
馬
か
ら
ひ
も
と
く
越
木
岩

の
先
人
た
ち
」を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
月
か
ら
、
越
木
岩
神
社
に
奉

納
さ
れ
て
い
る
絵
馬
を
紹
介
し
ま

す
。
併
せ
て
、越
木
岩
地
域
の
昔
、

そ
の
時
代
の
人
々
の
思
い
を
皆
さ

ん
と
共
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
の
前
に
、
絵
馬
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

　
皆
さ
ん
は
「
絵
馬
」
と
い
わ
れ

る
と
、
神
社
や
寺
で
願
い
事
を
す

る
と
き
、
願
い
が
か
な
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
奉
納
す
る
干え

支と

や
社

寺
に
ち
な
ん
だ
絵
が
描
か
れ
て
い

る
小
さ
な
板
を
想
像
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
表
面
の
余
白
や
裏
面
に

祈
願
や
謝
礼
、名
前
な
ど
を
書
き
、

絵
馬
掛
け
所
に
願
い
を
込
め
て
掛

け
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
昔
、
神
様
は
馬
に
乗
っ
て

私
た
ち
の
世
界
に
降
り
て
く
る
と

考
え
ら
れ
、
祭
祀
や
祈
願
の
際
に

は
馬
を
奉
納
し
て
神
の
降
臨
を
願

い
ま
し
た
。
奈
良
時
代（
7
1
0

～
7
9
4
年
）の
『
続
日
本
紀
』

に
は
、
神
様
の
乗
り
物
と
し
て

「
神し

ん

馬め

」
と
呼
ば
れ
る
馬
を
奉
納

し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
現
在
で
も
伊

勢
神
宮
や
い
く
つ
か
の
神
社
で
は

神
馬
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
時

間
帯
や
神
馬
の
体
調
に
よ
っ
て
会

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
拝
の
際
に
会
え
る
と
幸
運
に
恵

ま
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
本
物
の
生
き
た
馬
を
奉

納
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
鎌
倉
時

代
以
降
に
は
木
や
紙
、
土
で
作
っ

安永2年（約250年前）に奉納された神馬図

た
馬
の
像
や
絵
を
描
い
た
板
を
奉

納
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
室
町

時
代
に
な
る
と
、
大
絵
馬
、
神
様

の
御
姿
や
持
ち
物
、
眷け

ん

属ぞ
く（
神
の

使
い
）、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
絵
が

描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代（
1
6
0
3
～
1
８

6
８
年
）に
は
、
家
内
安
全
や
商

売
繁
盛
な
ど
の
現
実
的
な
願
い
を

か
け
る
風
習
が
庶
民
に
も
広
ま

り
、
現
在
の
よ
う
な
小
さ
な
絵
馬

を
奉
納
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
り

ま
す
。
近
年
は
社
寺
か
ら
絵
馬
が

提
供
さ
れ
、
願
い
事
を
書
き
こ
ん

だ
も
の
を
奉
納
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
し
ょ
う
が
、
古
代
よ
り
本

来
の
意
味
を
持
ち
続
け
て
絵
馬
奉

納
の
習
俗
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
安
土
桃
山
時
代（
1
５

7
3
～
1
6
0
3
年
）※
に
は
奉
納

す
る
者
の
経
済
力
や
地
位
を
示
す

た
め
に
大
型
化
し
、
芸
術
的
色
彩

も
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
狩

野
派
や
長
谷
川
派
、
海か

い

北ほ
う

派
な
ど

の
著
名
な
絵
師
や
有
名
画
家
な
ど

に
描
か
せ
た
も
の
を
奉
納
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
芸
術

作
品
と
も
い
え
る
絵
馬
は
、
奉
納

す
る
こ
と
も
鑑
賞
す
る
こ
と
も
人

気
と
な
り
ま
す
。
拝
殿
や
お
堂
に

収
容
で
き
な
く
な
る
と
、
そ
れ
ら

を
展
示
す
る
今
日
の
美
術
館
の
役

割
を
果
た
す
絵
馬
堂
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
大
願
成
就
が
込
め
ら
れ

た
も
の
、
そ
の
地
域
の
風
景
や
歴

史
を
描
い
た
も
の
、
参
詣
図
、
武

者
絵
、
歌
仙
絵
、
縁
起
物
、
物
語

な
ど
、
個
性
的
な
絵
馬
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
社
寺
に
残
さ
れ
た
絵
馬
は
、

今
で
は
社
寺
や
地
域
の
風
習
、
文

化
、
奉
納
さ
れ
た
時
代
の
人
々
の

願
い
や
生
活
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
、
文
化
財
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
に
も
多
く
の
絵
馬
が
奉
納

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
被
災
、

経
年
劣
化
に
よ
り
現
存
す
る
絵
馬

は
多
く
は
な
い
で
す
が
、
市
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
お
蔭か

げ
踊

り
図
絵
馬
」
を
は
じ
め
、
こ
の
地

域
の
風
習
や
思
い
を
伝
え
る
絵
馬

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
号
か
ら
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

※
1
5
6
8
年
〜
1
6
0
0
年
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す

（
写
真
は
越
木
岩
神
社
所
有
）

••••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
••••••••

ご神体・甑
こしき

岩
いわ

を描いた安産祈願絵馬

越
木
岩
区
有
財
産
管
理
委
員
会

	

委 

員 

長	

吉
井
　
憲
正

	

副
委
員
長	

橋
本
　
　
哲

一
般
財
団
法
人
越
木
岩
会

	

理 

事 

長	

矢
田
　義
博

	

常
務
理
事	

金
田
　
達
明

越
木
岩
自
治
会

	

会
　
　
長	

古
田
　
　実

	

副 

会 

長	

新
村
紀
実
江

	

〃

	

西
山
カ
ナ
恵

	

〃

	

鍛
冶
谷
義
人

	

〃

	

橋
本
　典
夫

越
木
岩
婦
人
会

	

会
　
　
長	

山
本
　美
貴

	

副 

会 

長	

谷
澤
　佳
永

	

〃

	

多
田
み
つ
え

越
木
岩
青
年
会

	

会
　
　
長	

藤
原
　康
平

	

副 

会 

長	

鍛
治
谷
　樹

	

〃

	

小
松
　
武
雄

	

〃

	

玉
置

　翔
大

	

〃

	

多
田

　
　裕

北
夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

	

会
　
　
長	

国
貞
　
　淳

	

副 

会 

長	

岩
井
　
　
昭

	

副 

会 

長	

吉
田
　
千
畝

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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北
夙
川

	

会
　
　
長	

冨
山
　
晃
伸

	

副 

会 

長	

多
田
　
　裕

	

〃

	

斎
藤
　尚
子

北
夙
川
留
守
家
庭
児
童

�

育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

	

運
営
委
員
長	

佐
藤
　
佳
代

	

副
委
員
長	

多
幾
山
陽
子

北
夙
川
子
ど
も
会

	
会
　
　
長	

高
光
美
千
代

	
副 
会 

長	

隅
下
　
　歩

	
〃

	

不
破
り
え
こ

苦
楽
園
子
ど
も
会

	

会
　
　
長	
池
田
　郁
恵

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
３
団

	

団
委
員
長	

森
地
　
一
夫

	

副
団
委
員
長	

正
願
　大
輔

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
13
団

	

団
委
員
長	

田
中
　
正
憲

	

副
団
委
員
長	

大
垣
　
昭
博

	

〃

	

濱
　
　孝
之

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第
33
団

	

団
委
員
長	

塩
野
亜
梨
沙

	

副
団
委
員
長	

美
内
　美
保

越
木
岩
北
楽
友
会

	

会
　
　
長	

吉
井
千
代
子

	

副 

会 

長	

鈴
木
久
仁
子

	

〃

	

吉
井

　節
子

越
木
岩
南
楽
友
会

	

会
　
　
長	

礒
野
　
文
男

	

副 

会 

長	

村
松

　和
子

	

〃

	

沼
間

　保
恵

上
越
木
岩
会

	

会
　
　
長	

矢
田
　
義
博

	

副 

会 

長	

橋
本
　
　哲

	

〃

	

車
野
　
善
孝

中
越
木
岩
親
交
会

	

会
　
　
長	

多
田
　
　
豊

	

副 

会 

長	

吉
井
　
　
操

下
越
木
岩
共
栄
会

	

会
　
　
長	

福
田
　
義
信

	

副 

会 

長	

田
中
　
孝
一

上
越
木
岩
農
会

	

会
　
　
長	

橋
本
　典
夫

下
越
木
岩
農
会

	

会
　
　
長	

竹
内
　
芳
夫

越
木
岩
自
主
防
災
会

	

会
　
　
長	

古
田
　
　実

	

副 

会 

長	

大
西
　
　
徹

西
宮
市
消
防
団
越
木
岩
分
団

	
分 

団 

長	

田
中
　
孝
一

	
副
分
団
長	

播
間
　
公
年

北
夙
川
・
苦
楽
園
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

	

会
　
　
長	
篠
本
　令
子

	

副
会
長	
仲
谷
　順
子

	

〃

	

金
田

　達
明

夙
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

	

会
　
　
長	

谷
口

　哲
司

	

副 

会 

長	

田
中

　仁
美

	

〃

	

畑
　ひ
ろ
み

夙
川
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

	

会
　
　
長	

奥
　
　
光
男

	

副 

会 

長	

吉
田
都
紀
子

	

〃

	

増
山
　
　
誠

夙
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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会
　
　
長	

横
関
　
哲
也

	

副 

会 

長	

禰
宜
田
美
生

	

〃

	

荻
野
　祥
一

	

〃

	

増
山
　
　
誠

夙
川
留
守
家
庭
児
童

�

育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

	

運
営
委
員
長	

内
田
　
聡
美

	

副
委
員
長	

畑
　
ひ
ろ
み

苦
楽
園
地
区
青
少
年
愛
護
協
議
会

	

会
　
　
長	

佐
藤
美
由
紀

	

副 

会 

長	

米
澤
　
利
行

	

〃

	

甲
斐
佳
代
子

	

〃

	

池
成
真
紀
子

苦
楽
園
留
守
家
庭
児
童

�

育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

	

運
営
委
員
長	

佐
藤
美
由
紀

県
立
西
宮
甲
山
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

西
　み
ゆ
き

	

副 

会 

長	

志
村
　百
香

	

〃

	

伴
　満
祐
子

県
立
西
宮
北
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

本
城

　直
明

	

副 

会 

長	

奥
野

　明
美

	

〃

	

佐
藤

　偉よ
し

美み

	

〃

	

陸
田

　裕
美

苦
楽
園
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	
会
　
　長	

藤
原
　典
子

	

副 

会 

長	

松
浪

　聖
子

	

〃

	

植
田

　朗
子

北
夙
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　長	

濱
中
ナ
ツ
キ

	

副 

会 

長	

松
山
　陽
子

	

〃

	

横
田
　沙
里

夙
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

増
山
　
　誠

	

副 

会 

長	

長
井
　麻
樹

	

〃

	

桐き
り
の
き木

　史あ
や
子こ

	

〃

	

森
本
　千
尋

苦
楽
園
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

高
野
美
菜
子

	

副 

会 

長	

谷
高
　
　徹

	

〃

	

宮
野
　亜
矢

	

〃

	

藤
田
こ
こ
ろ

越
木
岩
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

西
浦
　鮎
子

	

副 

会 

長	

長
谷
川
直
子

夙
川
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

	

会
　
　
長	

杉
田
　朋
子

北
夙
川
保
育
所
父
母
の
会

	

会
　
　
長	

池
田
　明
子

	

〃

	

永
井
　綾
香

（
会
長
・
副
会
長
以
外
は

省
略
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
6
年
度

役
員
紹
介
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